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突
然
の
配
備
計
画
だ
が
準
備
は
進
め
ら
れ
て
い
た 

昨
年
３
月
18
日
、
中
谷
元
防
衛
相
（
当
時
）
が
「
１
２
式

（
ひ
と
に
し
き
）
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
、
こ
れ
の
具
体
的

な
配
備
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
」

と
閣
議
後
の
会
見
で
語
ら
れ
た
。 

危
機
感
を
感
じ
た
熊
本
の
市
民
団
体
は
、
す
ぐ
さ
ま
熊
本
の

健
軍
駐
屯
地
へ
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備
し
な
い
よ
う
求
め
る

「
要
請
書
」
を
、
陸
上
自
衛
隊
に
提
出
し
た
。 

当
初
は
「
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
今
後
、
適
切
な
時
期

に
決
定
す
る
。
配
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
に
は
丁
寧
な
説
明
を

し
て
適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
る
」
と
語
っ
て
い
た
が
、
７
月

26
日
、
報
道
に
て
防
衛
省
が
「
国
が
開
発
を
進
め
て
い
る
国
産

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
（
１
２
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
）
の
最

初
の
配
備
先
を
熊
本
市
の
住
宅
地
に
隣
接
す
る
陸
上
自
衛
隊
健
軍

駐
屯
地
（
第
５
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
が
あ
る
）
と
す
る
方
向
で

最
終
調
整
し
て
い
る
」
更
に
大
分
県
（
湯
布
院
駐
屯
地
）
、
沖 

      

縄
県
（
勝
連
分
駐
屯
地
）
へ
の
配
備
も
計
画
さ
れ
て
い
る
と
報

道
さ
れ
る
。 

配
備
予
定
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
、
１
２
式
能
力
向
上
型
は
地

上
発
射
の
「
地
発
型
」
、
１
０
０
０
㎞
の
射
程
が
あ
り
、
大
陸
ま

で
攻
撃
可
能
な
中
国
を
標
的
に
し
た
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
。
配
備
は

今
年
末
予
定
。
こ
れ
で
日
本
は
反
撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）

を
保
持
す
る
こ
と
に
な
る
。 

報
道
に
熊
本
県
民
か
ら
当
然
、
困
惑
と
不
安
の
声
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
噴
出
し
市
民
団
体
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

行
政
も
国
か
ら
事
前
の
打
診
も
な
か
っ
た
た
め
「
ミ
サ
イ
ル
配
備

は
寝
耳
に
水
（
熊
本
県
）
」
、「
市
民
生
活
へ
の
影
響
や
安
全
性
に

不
安
が
あ
る
（
熊
本
市
）
」
と
し
て
、
国
へ
説
明
を
求
め
る
と
回

答
す
る
だ
け
で
、
自
治
体
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
気
も
な
い
。 

「
台
湾
有
事
」
を
口
実
に
近
年
、
沖
縄
県
内
の
離
島
か
ら
九

州
へ
連
な
る
奄
美
列
島
の
島
々
の
基
地
化
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

き
た
。
有
事
の
際
は
、
沖
縄
や
奄
美
諸
島
か
ら
の
難
民
を
九
州
各 
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県
で
分
担
し
て
受
け
入

れ
る
計
画
。
更
に
米
軍

と
の
共
同
軍
事
演
習
の

増
大
、
佐
賀
県
へ
の
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
、
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
配
備
先
の

健
軍
駐
屯
地
の
司
令
部

地
下
化
計
画
（
反
撃
さ

れ
る
こ
と
へ
の
準
備
）

が
動
き
始
め
て
い
る
。 

「
台
湾
有
事
」
あ
り
き
を
前
提
に
武
力
に
よ
る
衝
突
、
戦
争

（
戦
闘
対
策
）
の
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。 

 

声
を
挙
げ
た
市
民
団
体
と
地
域
住
民 

陸
上
自
衛
隊
健
軍
駐
屯
地
の
隣
に
は
市
民
病
院
が
あ
り
、
学

校
や
保
育
園
、
住
宅
地
も
あ
る
。
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備
は
戦
争

の
危
機
を
煽
る
も
の
、
健
軍
駐
屯
地
が
対
中
国
攻
撃
（
敵
地
攻

撃
）
の
拠
点
に
な
れ
ば
自
衛
隊
は
地
下
に
逃
げ
込
め
ば
い
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
市
民
は
一
体
ど
こ
に
逃
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
の
か
。

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
政
策
を
お
こ
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
切

実
な
不
安
感
が
漂
う
。 

８
月
４
日
に
は
、
市
民
運
動
団
体
主
催
で
健
軍
駐
屯
地
に
隣

接
す
る
公
園
に
て
「
熊
本
を
戦
場
に
す
る
な
！
」
「
健
軍
駐
屯
地

へ
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備
計
画
撤
回
！
」
を
求
め
て
、
緊
急

「
抗
議
集
会
」
を
開
催
し
、
13
市
民
団
体
連
名
で
配
備
計
画
の

中
止
を
求
め
る
「
要
請
文
」
を
自
衛
隊
と
県
知
事
に
提
出
し
、
同

時
に
配
備
計
画
の
「
説
明
会
」
開
催
を
求
め
た
。 

11
月
９
日
、
地
域
住
民
や
自
治
会
、
地
元
商
店
街
を
中
心
に

結
成
さ
れ
た
「
ス
ト
ッ
プ
！
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
・
県
民
の
会
」
主

催
で
、
健
軍
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
に
て
参
加
者
１
２
０
０
人
に
よ

る
集
会
を
開
催
し
、「
こ
の
街
に
ミ
サ
イ
ル
い
ら
な
い
」「
ど
こ
の

街
に
も
ミ
サ
イ
ル
い
ら
な
い
」
「
敵
を
呼
び
込
む
ミ
サ
イ
ル
い
ら

な
い
」「
大
軍
拡
大
増
税
反
対
」「
平
和
が
一
番
」
と
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
健
軍
駐
屯
地
ま
で
パ
レ
ー
ド
が
取
り
組
ま
れ
た
。 

今
年
２
月
23
日
に
は
、「
熊
本
を
戦
場
に
す
る
な
」
の
横
断
幕

や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
集
会
を
開
催
し
参
加
者
約
１
２
０
０
人
が

健
軍
駐
屯
地
を
人
間
の
鎖
「
平
和
の
輪
」
に
て
配
備
反
対
を
訴
え

る
行
動
が
取
り
組
ま
れ
た
。 

 

県
・
市
に
通
知
も
な
く
発
射
台
を
深
夜
搬
入 

そ
し
て
３
月
９
日
未
明
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
台
な
ど

が
搬
入
さ
れ
た
。
「
搬
入
」
を
報
道
で
知
っ
た
市
民
ら
１
０
０
人

ほ
ど
が
８
日
深
夜
か
ら
続
々
と
駐
屯
地
入
り
口
に
集
ま
り
「
対
話

こ
そ
最
大
の
抑
止
力
」
な
ど
の
横
断
幕
を
掲
げ
抗
議
行
動
。 

健軍駐屯地の周辺図 
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３
月
17
日
、
九
州
防
衛
局
は
健
軍
駐
屯
地
内
で
知
事
、
熊
本

市
長
、
県
議
、
市
議
、
地
元
の
自
治
会
会
長
、
地
元
マ
ス
コ
ミ
を

招
き
「
ミ
サ
イ
ル
関
連
装
備
品
の
展
示
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

「
装
備
品
に
つ
い
て
個
別
に
説
明
を
受
け
た
が
、
質
問
に
は

回
答
な
し
」
「
防
衛

力
を
高
め
る
た
め
既

存
の
ミ
サ
イ
ル
を
更

新
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
説
明
を
受
け

た
と
参
加
者
の
声
。 

 

市
民
が
求
め
る

「
説
明
会
」
は
開
催

し
な
い
で
市
民
抜
き

の
「
展
示
会
」
で
お

茶
を
濁
す
国
、
防
衛

省
。
配
備
後
も
発
射

台
は
移
動
式
な
の
で

反
撃
は
受
け
な
い

「
地
域
は
安
全
だ
」

と
説
明
す
る
が
、
反

撃
も
想
定
済
み
で
司

令
部
の
地
下
化
は
着 

々
と
進
め
て
い
る
。
説
明
会
を
開
催
で
き
な
い
は
ず
だ
。 

「
１
２
式
地
対
艦
誘
導
弾
」
の
名
称
を
突
然
『
２
５
式
（
に

ー
ご
ー
し
き
）
地
対
艦
誘
導
弾
』
に
変
更
。
３
月
31
日
に
健
軍

駐
屯
地
に
配
備
完
了
（
宣
言
）
し
た
理
由
は
、
高
市
政
権
が
２
０

２
５
年
度
内
完
了
を
強
調
し
た
い
だ
け
の
理
由
。
笑
う
に
笑
え
な

い
話
だ
。 

 

市
民
団
体
が
独
自
の
〈
説
明
会
〉
開
催 

５
月
15
日
に
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
に
つ
い
て
〝
何
の
た
め
の
ど

う
い
う
目
的
で
配
備
さ
れ
る
の
か
説
明
し
て
欲
し
い
〟
と
「
説
明

会
」
の
開
催
を
求
め
て
い
る
市
民
団
体
「
ス
ト
ッ
プ
！
長
射
程
ミ

サ
イ
ル
・
県
民
の
会
」
が
地
元
健
軍
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
国
が
説

明
会
を
開
催
し
な
い
こ
と
に
業
を
煮
や
し
「
住
民
の
住
民
に
よ
る

住
民
の
た
め
の
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

問
題
、
課
題
は
ミ
サ
イ
ル
配
備
だ
け
で
は
な
い
。
電
子
戦
部

隊
強
化
、
新
た
な
弾
薬
庫
の
建
設
や
戦
争
を
継
続
の
た
め
の
司
令

部
の
地
下
化
。
地
下
化
の
予
算
は
２
０
２
５
年
だ
け
で
３
５
５
億

円
。
住
宅
街
の
ど
真
ん
中
に
ミ
サ
イ
ル
や
弾
薬
庫
を
配
備
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
避
難
計
画
す
ら
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
。 

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
は
熊
本
健
軍
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
政
府
は
こ
こ
か
ら
全
国
に
波
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
こ
こ
で
歩
み
を
止
め
て
は
い
け
な
い
。
配
備
後
も
撤
去 

３月９日未明の発射台搬入に反対する市民 
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を
求
め
る
闘
い
、
弾
薬
庫
建
設
反
対
な
ど
課
題
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
は
、
「
抑
止
力
」
で
は
な
く
隣
国

へ
の
挑
発
行
為
で
日
本
が
限
り
な
く
戦
闘
行
為
に
入
っ
て
い
く
と

い
う
行
動
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
思
い

を
私
た
ち
の
子
ど
も
に
も
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
こ
か

ら
ま
た
次
の
闘
い
が
始
ま
る
、
と
新
た
な
課
題
を
見
据
え
て
語
ら

れ
た
。 

平
和
的
生
存
権
を
か
け
た
闘
い
で
も
あ
る
こ
の
健
軍
駐
屯
地

へ
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備
反
対
運
動
は
、
「
戦
争
に
繋
が
る
動

き
を
止
め
る
も
の
で
も
あ
る
し
、
憲
法
と
国
民
、
自
衛
隊
員
の
命

を
守
る
」
闘
い
で
も
あ
る
と
の
思
い
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。 

一
般
市
民
は
当
然
だ
が
、
地
元
の
商
店
街
や
自
民
党
支
持
者

さ
え
不
安
感
、
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
「
抑
止
力
」
信
仰
者
や

無
関
心
層
も
「
戦
争
は
嫌
だ
」
は
賛
同
で
き
る
は
ず
だ
し
、
賛
同

者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
。 

 

新
た
な
危
機
に
は
、
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要 

自
民
党
政
権
は
本
気
で
戦
争
の
準
備
を
し
て
い
る
の
か
？

「
軍
需
産
業
」
で
お
金
を
儲
け
た
い
の
か
？ 

わ
か
ら
な
い
が
、

戦
争
は
武
器
、
武
力
が
な
け
れ
ば
起
き
な
い
。
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
こ
こ
を
認
識
し
、
声
を
挙
げ
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大

事
な
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

今
日
で
も
国
や
防
衛
省
、
県
や
市
に
対
し
て
「
説
明
会
」
の

開
催
を
求
め
て
「
要
望
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
し
、
県
内
各
地

で
の
街
頭
行
動
や
既
存
の
５
・
３
集
会
や
改
憲
反
対
署
名
行
動
等

で
も
「
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
対
す
る
反
対
行
動
」
が
提
案
さ

れ
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。 

全
国
で
も
市
民
団
体
が
中
心
に
県
な
ど
に
「
条
例
で
非
軍
事

化
を
求
め
る
」
請
願
等
の
動
き
や
、
全
国
各
地
で
闘
わ
れ
て
い
る

市
民
団
体
に
よ
る
「
反
基
地
運
動
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
創

設
さ
れ
「
共
同
行
動
」
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。 

「
改
憲
（
懐
憲
）
阻
止
」
非
武
装
中
立
（
武
力
で
平
和
は
守

れ
な
い
）、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
「
台
湾
有
事
」「
抑
止

力
」
な
ど
の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
市
民
を
取
り
戻
し
、
身
近

な
戦
争
準
備
を
「
断
固
と
し
て
阻
止
す
る
」
運
動
の
構
築
に
共
に

全
力
を
傾
け
よ
う
。 

 
 
 
 
 

（
た
か
や
ま 

け
ん
す
け
） 


